












Synaesthetic Metaphors Relating to Tactile Sensation in the Thai Language
MIYAMOTO Marasri
Summary: This article aims to examine the characteristics of metaphoric transfers of word relating to 
tactile sensations in the Thai language by semantically analyzing both idiomatic expressions, which have 
been transferred from words describing other sensations to describe the tactile sense, and touch words 
that have developed to describe other senses. The results show that two-way transfers have been found in 
<touch⇔ sight> and <touch⇔auditory>, but one-way transfers have been seen in <touch→ taste> and 
<touch→ smell>. Moreover, words describing visual sensations, the sense of taste, olfactory sensations 
and auditory sensations that have been transferred from touch words connote physical sensations and /
or internal sensations. But on the contrary, there is no evidence that words describing tactile sensations 
which have been transferred from visual words and auditory words connote physical sensations.
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1 ．はじめに
1 . 1 　背景
　視覚，味覚，嗅覚，聴覚，そして触覚といった五感を表す表現の研究には，Williams［1976］，
山梨［1988］，国広［1989］等の研究のように感覚形容詞を取り扱うものもあれば，Sweetser,E.




































平成27年 2 月27日～ 3 月 9 日に，タイで触覚の言語表現の調査を行った際のインタビューの対象者10名（内訳：20代








































































タイ語の「riˆap 平らな」，「khom 鋭い」，「thʉˆʉ 鈍い」は触覚語である。「riˆap 平らな」は，凸凹のない道路を走行した感
じやすべすべの肌に触れた時などの触感を表す言葉である。また，包丁などは，物を切って初めて切れ味が「khom 鋭
い」のか，「thʉˆʉ 鈍い」のかが分かるようになる。そのため，ここでは，「riˆap 平らな」，「khom 鋭い」，「thʉˆʉ 鈍い」は
接触することによって分かる感覚だと考え，触覚語として扱っている。
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2 . 2 　触覚を表す触覚形容詞以外の感覚形容詞





lûup-phɛ̀ɛo-bao/phɛ̀ɛo 撫でる・音が小さい・軽い / 音が小さい 軽く優しく撫でる
sǎmphàt-phɛ̀ɛo-bao/phɛ̀ɛo 触る・音が小さい・軽い / 音が小さい 軽く優しく触る
　［表 2 ］で提示しているように，「lʉ́k 深い」は「cèp 痛い」と共起し，痛みのきつさを表し，
内面的な痛みを表すようになる。「baaŋ 薄い」は「bao 軽い」と共起し，「sǎmphàt 触る」を修
飾すると快いまでに軽々としていることを表す。また，「phɛ̀ɛo-bao 音が小さい・軽い」または






2 . 3 　他の感覚を表す触覚形容詞




sɛˇɛŋ-khɛˇŋ 光 / 明り・かたい きつい光または明り，暗いと明るい部分の
コントラスがはっきりしすぎてきついとい
う印象を与える写真における明り
sɛˇɛŋ-nûm 光 / 明り・やわらかい 快い感覚を与える光または明り










sɛˇɛŋ-sɛ̀ɛp-taa 光 / 明り・沁みる・目 眩しい
siˇi-ùn 色・暖かい 暖色
siˇi-yen 色・涼しい / 冷たい 寒色












　［表 3 ］の示す通り，視覚を表すように転用される触覚語の中では，「ͻ̀ͻn やわらかい」がもっ
とも多く用いられ，また他の形容詞と違い，「ͻ̀ͻn やわらかい」は光 /明りと色彩の総称である
「sɛˇɛŋ 光 /明り」と「siˇi 色」以外にも，具体的な色彩語の修飾語としても用いられる。触覚語は




khɛˇŋ かたい  → きつい，快い感覚がない
nûm やわらかい  → 優しい，快い感覚が与えられる
ͻ̀ͻn やわらかい  → 薄い，優しい，穏やか
rîap 平らな  → 地味な
khom 鋭い  → 鮮明な
cèp 痛い   → 派手な
sɛ̀ɛp 沁みる  → 派手な，きつい
ùn 温かい  → 暖かく感じる（色）
yen 涼しい / 冷たい  → 冷ややかな感じがする（色）
rɛɛŋ 強い   → きつい
nàk 重い   → 濃い
bao 軽い   → 薄い，優しい，穏やか








































kradâaŋ かたい → まろやかさが欠けている
nîm やわらかい → やさしくて，なめらかさが感じられる
nûm やわらかい → まろやかさが感じられる
ͻ̀ͻn やわらかい → 薄い，ある特定の味が足りていない
thʉ̂ʉ 鋭い → 不調和で物足りない感覚を与える
sɛ̀ɛp 沁みる → きつい
nàk 重い → 胃がもたれるような濃厚な，ある特定の味
が強すぎる
bao 軽い → 薄い，胃に優しい















ͻ̀ͻn やわらかい → ほのかな
sɛ̀ɛp 沁みる → きつい
yen 涼しい → 冷ややかさを感じさせる
rɛɛŋ 強い → きつい
bao 軽い → 軽やかな，優しい，快く感じているさま
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2 . 3 . 4 　触覚形容詞　→　音/ 声














siˇaŋ-yen 音 / 声・涼しい / 冷たい 冷たい音 / 声，涼しさ / 冷ややかさを感じさせる音 / 声
siˇaŋ-nàk 音 / 声・重い 強調した音 / 声
siˇaŋ-bao 音 / 声・軽い 小さな音 / 声




khɛˇŋ かたい → 自信を持った強い態度が示される
kradâaŋ かたい → 優しさや滑らかさが欠けている
nûm やわらかい → 丁寧さや優しさが感じられる
ͻ̀ͻn やわらかい → 穏やかさや優しさが感じられる，弱さが感じられる
rîap 平らな → 落ち着きが感じられる
khom 鋭い → 鮮明な
sɛ̀ɛp 沁みる → 音や声の刺激が耳にこたえる
hɛˆɛŋ 乾いている → 元気さが欠けている
rͻ́ͻn 熱い → 情熱が感じられる
yen 涼しい / 冷たい → 落ち着いて優しい，冷淡さが感じられる
nàk 重い → 強い力や影響力が感じられる
bao 軽い → （音量が）小さい
3 ．触覚を表す表現の比喩的転用における原義と転義
　上記，2.2と 2.3の通り，他の感覚分野から触覚を表すように転用される感覚語は「lʉ́k 深い」，














視覚 味覚 嗅覚 聴覚
khɛˇŋ かたい － △
kradâaŋ かたい － －
nîm やわらかい ＋
nûm やわらかい ＋ ＋ ＋
ͻ̀ͻn やわらかい △ △　－ ＋ ＋ －
rîap 平らな △ ＋
khom 鋭い ＋ ＋
thʉ̂ʉ 鈍い －
cèp 痛い △
sɛ̀ɛp 沁みる △ － － －
hɛˆɛŋ 乾いている －
rͻ́ͻn 暑い / 熱い －
ùn 温かい △
yen 涼しい / 冷たい △ ＋ ＋ －
rɛɛŋ 強い － －
nàk 重い － － △
bao 軽い △ ＋ ＋ △
















　　　 　このタイプは，「siˇaŋ-nûm 耳に心地よい（声）」などのような転義を持つようになる「nûm 
やわらかい」にしか見られない。
　 3 ） 原義には何ら特別な含意（望まれる・望まれない，または，プラス・マイナスの含意，
以降「特別な含意」）がないが，転用されると特別な含意を持つようになる場合と，転義
にも原義同様特別な含意を持たない場合の両方がある触覚語。
　　　 　このタイプは「ͻ̀ͻn やわらかい」にしか見られない。「ͻ̀ͻn やわらかい」は





　 4 ） 原義には何ら特別な含意がないにも拘らず，転用されると，転用先では主に望まれない
または否定的な含意を持つようになる語。
　　　 　このタイプは「khɛˇŋ かたい」，「hɛˆɛŋ 乾いている」，「rͻ́ͻn 暑い /熱い」，「rɛɛŋ 強い」，「nàk 
重い」などの転用に見られる。これらの触覚語の転義には望まれるまたは肯定的な含意
を持つものは見られない。
　 5 ） 原義には何ら特別な含意がないが，転用先では主に望まれるまたは肯定的な含意を持つ
ようになる。







視覚 → 触覚 × 精神的な負担が感じられる痛感，快さが感じられる
触感
聴覚 → 触覚 × 優しさという心使いや嗜みの深さが感じられる触感
触覚 → 視覚 色の濃淡，派手・地味 見て暖かさまたは冷ややかさが感じられる，見て快
さが感じられるかどうか




触覚 → 嗅覚 においにおけるほのかさ・激しさ 匂って快い感じ，匂って優しさが伝わってくる感じ











には，「かたい khɛˇŋ, kradâaŋ」より「やわらかい nîm, nûm」，「鈍い thʉ̂ʉ」より「鋭い khom」，「暑
い /熱い rͻ́ͻn」より「涼しい /冷たい yen」，そして「重い nàk」より「軽い bao」の方が比較的
積極的な評価が付加されていることが分かる。「かたいkhɛˇŋ, kradâaŋ」より「やわらかい nîm, 
nûm」，または「重い nàk」より「軽い bao」の方がプラスの評価がされやすいことはタイ以外
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